
市
の
責
務

●
警
察
、学
校
、関
係
機
関
と
連
携
し
、安

全
利
用
に
関
す
る
施
策
や
啓
発
活
動

な
ど
の
実
施

●
公
共
の
場
所
で
自
転
車
な
ど
の
放
置

を
防
止
す
る
施
策
の
実
施

利
用
者
の
責
務

●
道
路
交
通
法
な
ど
の
関
係
法
令
の
順
守

●
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
配
慮
し
た
通
行

●
駐
車
時
の
施
錠
や
防
犯
登
録

●
自
転
車
の
定
期
的
な
点
検
や
整
備

●
自
転
車
損
害
保
険
な
ど
へ
の
加
入

●
公
共
の
場
所
へ
の
放
置
禁
止

自
転
車
販
売
業
者
の
責
務

●
安
全
利
用
に
関
す
る
啓
発

●
自
転
車
点
検
・
整
備
に
つ
い
て
適
切
な

助
言

●
自
転
車
損
害
保
険
な
ど
へ
の
加
入
や
防

犯
登
録
の
勧
奨

事
業
者
の
責
務

●
従
業
員
に
対
す
る
安
全
利
用
の
教
育

や
啓
発
、指
導

学
校
長
の
責
務

●
幼
児
、児
童
、生
徒
、学
生
、保
護
者
な

ど
に
対
す
る
安
全
利
用
の
教
育
や
啓

発
、指
導

関
係
団
体
の
責
務

●
安
全
利
用
に
関
す
る
活
動

条
例
の
概
要

自転車安全利用条例を制定しました

「大村市自転車の安全利用及び自転車等の放置防止に関する条例」

特集特集
特集　　 守って安心 自転車の交通ルール

守って　　　
自転車の交通ルール
守って　　　

自転車の交通ルール
〝安心〟〝安心〟

自転車安全利用五則

　自
転
車
は
、子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世

代
が
手
軽
に
利
用
で
き
、

環
境
に
も
や
さ
し
い
交
通

手
段
で
す
。し
か
し
な
が

ら
、一
方
で
、自
転
車
に
よ

る
交
通
事
故
の
増
加
や
、

公
共
の
場
所
で
の
長
期
放

置
な
ど
自
転
車
を
利
用
す

る
人
の
交
通
ル
ー
ル
の
順

守
と
マ
ナ
ー
の
向
上
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　市
で
は
、市
民
を
は
じ

め
警
察
や
学
校
、交
通
安

全
推
進
団
体
、事
業
所
な

ど
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
が
力

を
合
わ
せ
、自
転
車
の
安

全
利
用
や
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
意
識
を
高
め
、交
通
事

故
を
防
止
し
、安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

7月1日施行　県内初

事故総数に占め
る自転車事故の
割合は、県の割
合より高い状況
です。 発

生
件
数

若年層、高齢者の件数が多く、中学・高校生の登下校時間に集中。

発
生
状
況

平成23年

平成24年

平成25年

長崎県

事故発生
件数

自転車事故
発生件数

自転車事故
の割合

事故発生
件数

自転車事故
発生件数

うち　　　 うち　　　 自転車事故
の割合

大村市

7,253

7,032

7,165

344

279

270

4.7％

4.0％

3.8％

518

534

471

84

72

59

16.2％

13.5％

12.5％

自転車
事故！！

自転車
事故！！

［年齢層別］［時間帯別］

高校生
20％7～9時

25％

13～15時
14％

15～17時
14％

17～19時
14％

19～0時
12％

9～11時
11％

11～13時
8％

0～7時 2％

その他
46％ 高齢者

15％

中学生
11％

小学生7％幼児1％

前方不注意や安全
確認不足による交
差点での事故が最
も多くなっています。
道路形状別
1位　交差点
2位　単路
3位　交差点付近
違反別
1位　安全運転義務違反
2位　交差点安全進行義務違反
3位　通行区分違反

　警
察
や
交
通
安
全
推
進
団
体
と
協
働

で
、学
校
や
職
場
、町
内
会
な
ど
で
自
転

車
に
関
す
る
道
路
交
通
法
や
安
全
な
走

行
に
つい
て
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

を
実
施
し
ま
す

安
全
利
用
講
習
会

　自
転
車
事
故
が
多
発
し
て
い
る
交
差

点
な
ど
に
、「
と
ま
れ
」の
路
上
標
示
を
し

ま
す
。

を
設
置
し
ま
す

ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク

●
道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
の
場
所
を
、

定
期
的
に
巡
回
し
、放
置
自
転
車
の
移

動
、保
管
を
行
い
ま
す
。

●
市
駐
輪
場
、竹
松
駅
前
駐
輪
場
、岩
松

駅
前
駐
輪
場
で
は
、長
期
間
継
続
し
て

置
か
れ
て
い
る
自
転
車
の
対
策
を
実
施

し
ま
す
。

●
移
動
し
た
自
転
車
は
、一定
期
間
保
管

し
、所
有
者
不
明
の
場
合
は
保
管
期

間
後
、廃
棄
処
分
し
ま
す
。

を
実
施
し
ま
す

放
置
自
転
車
対
策

こ
れ
か
ら
の

　
　
　取
り
組
み

① 自転車は、車道が原則、歩道は例外② 車道は左側を通行③ 歩道は歩行者優先で、車道寄り　 を徐行
④ 安全ルールを守る

⑤子どもはヘルメットを着用

飲酒運転・二人乗り・並進の禁止夜間はライトを点灯信号順守と交差点での一時停止・安全確認

●
●
●
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　「
大
村
市
犯
罪
の
な
い
安
全・安
心
ま
ち
づ

く
り
行
動
計
画
」に
つい
て
審
議
い
た
だ
く
、

市
民
推
進
会
議
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
で
、防
犯
活
動
に
積
極

的
に
活
動
し
てい
る
20
歳
以
上
の
人

定
員
　
若
干
名

任
期
　
２
年
間

申
込
方
法
　
は
が
き
に「
市
民
推
進
会
議

委
員
応
募
」と
し
、住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

業・電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、安
全
対
策

課
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先
　
〒
８
５
６ ―

 

８
６
８
６（
住
所
不

要
）安
全
対
策
課

申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈯

　
市
民
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、登
下

校
時
の
立
哨
な
ど
の
活
動
を
行
って
い
た
だ

く
交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

・市
内
在
住
で
20
〜
70
歳
の
健
康
な
人

・登
下
校
の
時
間
帯
に
活
動
で
き
る
人

・交
通
安
全
の
推
進
活
動
に
興
味
が
あ
る
人

任
期
　
２
年
間

報
酬
　
年
額
５
６
，０
０
０
円

※

制
服
は
貸
与
し
ま
す
。

申
込
方
法
　
写
真
を
貼
った
履
歴
書
を
安

全
対
策
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
４
）

を
募
集
し
ま
す

市
民
推
進
会
議
委
員

を
募
集
し
ま
す

交
通
指
導
員

　毎朝、大村小学校前で登校する子どもたちの
交通指導を行っています。この場所は、自転車
通学の生徒も多く、たくさんの自転車が通ります。
自転車のマナーが良くないと指摘されますが、や
はり、現場での啓発や指導が大切だと思います。
　また、声かけとあいさつ指導も行って
いますが、ここを通る子どもたちが皆、元
気よくあいさつしてくれることが何より
の楽しみです。

　大村市交通安全母の会では、市、警察、交
通安全協会などと協力して、自転車マナーアッ
プ運動を行っています。自転車の事故をなくす
ためには、交通ルールやマナーについて、各家
庭での教育、指導が大切です。ぜひ、ご家庭
で話し合ってみてください。母の会
は、交通安全に関するさまざまな取り
組みを続けています。皆さんも安全
運転をお願いします。

　大村は、平坦地が多く、自転車の利用に適して
いて、幅広い世代の利用者がいます。私は長年、
交通指導員として登下校時に立哨していますが、
学生に多いのは並列走行や携帯電話を使用し
ながらの走行、また、一般の人では雨天時の傘さし

運転が多く見受けられます。どれも道路
交通違反です。これからも交通事故の
ない安全安心なまちづくりのため啓発活
動を続けていきます。

　私たち交通安全指導員は、幼児から高齢者まで幅広
い世代に対して、交通ルールの順守やマナーの必要性
などを具体的に指導しています。自転車の指導は、小学
校で授業の一環として年に1回実施しているほか、街頭

での啓発活動も行ってい
ます。自転車事故の多く
は、交差点などでの安全

　自転車の安全な利用のために、私たち長崎
県自転車二輪車商協同組合では、自転車の防
犯登録や賠償保険などへの加入を推進してい
ます。また、学校などに出向き、安全整備点検や
安全利用講習会を実施しています。自転車は便

利ですが、取り返しのつかない事故に
つながることもあります。日ごろからの整
備、点検はもちろん、万が一に備え、保険

に入っておくことも重要です。

交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に…

〝
安
全
安
心
〞
点
検
ポ
イ
ン
ト

大村小健全協 松尾忠喜さん
まつ お ただ き の せ ち たる

とみ なが や え こ ほりうち のりよし

交通指導員 野瀬千足さん

［交通安全指導員］

薗田さん 田端さん 米村さん

交通安全母の会 冨永八重子さん 自転車二輪車商協同組合 堀内規好さん

　安全で快適な自転車利用のために、乗る前
には必ず点検しましょう。また、自転車販売店で
の定期的な点検整備をおすすめします。まずは、

自宅でできる点検ポイントを覚えておき
ましょう。点検の合言葉は、“ブタハシャ
ベル”！
自転車二輪車商協同組合大村支部長

石本和幸さん

運転義務違反です。ルールやマナーは、学校や職場、家
庭など、普段から地域ぐるみで指導、啓発を行い身に付
けることが重要です。市民の皆さん、自転車も車両の仲間
です。安全利用を心がけ、交通事故をなくしましょう！

お知らせ

合言葉は「ブタハシャベル」

特集　　 守って安心 自転車の交通ルール 特集　　 守って安心 自転車の交通ルール

市駐輪場には、自
転車盗難被害防
止のステッカーを
掲示しています。

盗難車は、無施錠がほと
んど。中には自宅に停め
ていて盗まれた事案も
あります。

平成23年

平成24年

平成25年

長崎県 うち
無施錠

盗難車に占
める無施錠
の割合

大村市

1,066

881

796

177

186

173

145

164

149

81.9％

88.2％

86.1％

発
生
件
数

自転車
盗難！！

その だ た ばた よね むら

いし もと かず ゆき

〝ブタハシャベル〟
ブ…ブレーキ
タ…タイヤ
ハ…反射材、ライト
シャ…車体その他
ベル…ベル（警音器）

点検ポイント

　自転車と歩行者の事故で、高額な賠償を求
められる事案が増えています。万が一に備え、損
害保険などに加入しましょう。お近くの自転車販売
店にお問い合わせください。

自転車損害保険に加入しましょう！

効きは十分？効きは十分？

ブレーキブレーキ

このマークが目印！このマークが目印！

たるんでいませんか？たるんでいませんか？

空気圧やすり減りは？空気圧やすり減りは？

点灯しますか？点灯しますか？

鳴りますか？鳴りますか？

固定されていますか？固定されていますか？
高さはＯＫ？高さはＯＫ？ ベルベル

サドルサドル

チェーンチェーン
タイヤタイヤ

付けていますか？付けていますか？

反射材反射材

ライトライト
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　「
大
村
市
犯
罪
の
な
い
安
全・安
心
ま
ち
づ

く
り
行
動
計
画
」に
つい
て
審
議
い
た
だ
く
、

市
民
推
進
会
議
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
で
、防
犯
活
動
に
積
極

的
に
活
動
し
てい
る
20
歳
以
上
の
人

定
員
　
若
干
名

任
期
　
２
年
間

申
込
方
法
　
は
が
き
に「
市
民
推
進
会
議

委
員
応
募
」と
し
、住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

業・電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、安
全
対
策

課
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先
　
〒
８
５
６ ―

 

８
６
８
６（
住
所
不

要
）安
全
対
策
課

申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈯

　
市
民
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、登
下

校
時
の
立
哨
な
ど
の
活
動
を
行
って
い
た
だ

く
交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

・市
内
在
住
で
20
〜
70
歳
の
健
康
な
人

・登
下
校
の
時
間
帯
に
活
動
で
き
る
人

・交
通
安
全
の
推
進
活
動
に
興
味
が
あ
る
人

任
期
　
２
年
間

報
酬
　
年
額
５
６
，０
０
０
円

※

制
服
は
貸
与
し
ま
す
。

申
込
方
法
　
写
真
を
貼
った
履
歴
書
を
安

全
対
策
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
４
）

を
募
集
し
ま
す

市
民
推
進
会
議
委
員

を
募
集
し
ま
す

交
通
指
導
員

　毎朝、大村小学校前で登校する子どもたちの
交通指導を行っています。この場所は、自転車
通学の生徒も多く、たくさんの自転車が通ります。
自転車のマナーが良くないと指摘されますが、や
はり、現場での啓発や指導が大切だと思います。
　また、声かけとあいさつ指導も行って
いますが、ここを通る子どもたちが皆、元
気よくあいさつしてくれることが何より
の楽しみです。

　大村市交通安全母の会では、市、警察、交
通安全協会などと協力して、自転車マナーアッ
プ運動を行っています。自転車の事故をなくす
ためには、交通ルールやマナーについて、各家
庭での教育、指導が大切です。ぜひ、ご家庭
で話し合ってみてください。母の会
は、交通安全に関するさまざまな取り
組みを続けています。皆さんも安全
運転をお願いします。

　大村は、平坦地が多く、自転車の利用に適して
いて、幅広い世代の利用者がいます。私は長年、
交通指導員として登下校時に立哨していますが、
学生に多いのは並列走行や携帯電話を使用し
ながらの走行、また、一般の人では雨天時の傘さし

運転が多く見受けられます。どれも道路
交通違反です。これからも交通事故の
ない安全安心なまちづくりのため啓発活
動を続けていきます。

　私たち交通安全指導員は、幼児から高齢者まで幅広
い世代に対して、交通ルールの順守やマナーの必要性
などを具体的に指導しています。自転車の指導は、小学
校で授業の一環として年に1回実施しているほか、街頭

での啓発活動も行ってい
ます。自転車事故の多く
は、交差点などでの安全

　自転車の安全な利用のために、私たち長崎
県自転車二輪車商協同組合では、自転車の防
犯登録や賠償保険などへの加入を推進してい
ます。また、学校などに出向き、安全整備点検や
安全利用講習会を実施しています。自転車は便

利ですが、取り返しのつかない事故に
つながることもあります。日ごろからの整
備、点検はもちろん、万が一に備え、保険

に入っておくことも重要です。

交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に…

〝
安
全
安
心
〞
点
検
ポ
イ
ン
ト

大村小健全協 松尾忠喜さん
まつ お ただ き の せ ち たる

とみ なが や え こ ほりうち のりよし

交通指導員 野瀬千足さん

［交通安全指導員］

薗田さん 田端さん 米村さん

交通安全母の会 冨永八重子さん 自転車二輪車商協同組合 堀内規好さん

　安全で快適な自転車利用のために、乗る前
には必ず点検しましょう。また、自転車販売店で
の定期的な点検整備をおすすめします。まずは、

自宅でできる点検ポイントを覚えておき
ましょう。点検の合言葉は、“ブタハシャ
ベル”！
自転車二輪車商協同組合大村支部長

石本和幸さん

運転義務違反です。ルールやマナーは、学校や職場、家
庭など、普段から地域ぐるみで指導、啓発を行い身に付
けることが重要です。市民の皆さん、自転車も車両の仲間
です。安全利用を心がけ、交通事故をなくしましょう！

お知らせ

合言葉は「ブタハシャベル」

特集　　 守って安心 自転車の交通ルール 特集　　 守って安心 自転車の交通ルール

市駐輪場には、自
転車盗難被害防
止のステッカーを
掲示しています。

盗難車は、無施錠がほと
んど。中には自宅に停め
ていて盗まれた事案も
あります。

平成23年

平成24年

平成25年

長崎県 うち
無施錠

盗難車に占
める無施錠
の割合

大村市

1,066

881

796

177

186

173

145

164

149

81.9％

88.2％

86.1％

発
生
件
数

自転車
盗難！！

その だ た ばた よね むら

いし もと かず ゆき

〝ブタハシャベル〟
ブ…ブレーキ
タ…タイヤ
ハ…反射材、ライト
シャ…車体その他
ベル…ベル（警音器）

点検ポイント

　自転車と歩行者の事故で、高額な賠償を求
められる事案が増えています。万が一に備え、損
害保険などに加入しましょう。お近くの自転車販売
店にお問い合わせください。

自転車損害保険に加入しましょう！

効きは十分？効きは十分？

ブレーキブレーキ

このマークが目印！このマークが目印！

たるんでいませんか？たるんでいませんか？

空気圧やすり減りは？空気圧やすり減りは？

点灯しますか？点灯しますか？

鳴りますか？鳴りますか？

固定されていますか？固定されていますか？
高さはＯＫ？高さはＯＫ？ ベルベル

サドルサドル

チェーンチェーン
タイヤタイヤ

付けていますか？付けていますか？

反射材反射材

ライトライト
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